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■OPEN NUMAZUとは 

  OPEN NUMAZUは、公共空間を広く活用し、人の気持ちもまちに開くことで、ヒト中心

でにぎわいに溢れるまちなかの日常風景を創出していくプロジェクトです。 

令和４年度は、イーラ de周辺と仲見世商店街でそれぞれ約１か月にわたり、人がまちなか

で過ごす風景づくりに取り組みました。今年度は、このような風景を日常として定着させるた

めに、まずは仲見世商店街を中心としたエリアで長期間に渡る公共空間活用に取り組みます。 

イーラ de 周辺や中央公園などの駅周辺エリアの取組と連携し、歩きたくなる、過ごした

くなる、ヒト中心のまちなかを目指していきます。 
 

■実施概要 

１．OPEN NUMAZU 2023 

日 程  令和５年７月 14日（金）から 12月下旬までの約半年間 

内 容  期間中、旧マルサン書店前・仲見世パーク２前に、誰もがリビングのようにく

つろげる空間を常設します。また、周辺で取組に賛同いただける店舗に対して

イス等の什器を貸し出し、取組の連鎖を図ります。 

    

 

 

 

 

 

    （リビング空間のイメージ）            （周辺店舗の連携イメージ）    
 

２．OPEN NUMAZU Weekend 2023 

 日 程  ① 07月 14日～16日 ② 08月 18日～20日 ③ 09月 15日～17日 

④ 10月 20日～22日 ⑤ 11月 17日～19日 ⑥ 12月 08日～10日 

  内 容  各月第３週の金・土・日（12 月のみ第２週）に、旧マルサン書店前などで、

出店や月替わりのテーマに基づくイベントを開催し、居心地の良い空間を演出

します。７月は「ミュージック」をテーマにストリートピアノや路上ライブを

実施。以降は「シアター」や「アート」などのテーマ設定を予定しています。 
 

■実施体制 

 本事業は、まちづくりを通して地域課題解決に取り組む UR都市機構と実施します。 
 
 

■その他 

 取組の詳細は、市ホームページ及び OPEN NUMAZUの Instagram等で随時

発信します。また、OPEN NUMAZU Weekend 2023の開催に併せて、仲見世

商店街周辺でタブロイドを配布し、本取組を広く周知していきます。  

秋以降にはイーラ de 前にも休憩できる空間を長期間設置する予定です。詳細

については、決まり次第発表します。 

沼津市定例記者会見発表 ６                                         令和５年６月２８日 

まちなかにみんなのリビングを 
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ヌ マ ヅ

 2023」を実施します！ 
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人が集まるポテンシャルの高い場所から、公共空間の活用によって

人がまちなかで過ごす風景をつくる

2022年に生まれた風景の定着と、

イーラde周辺・中央公園での取組との

連携によって、点をつなぐように風景

を展開し回遊を生み出す

魅力的な風景が広範囲に広がり、

沼津駅周辺エリア全体が

歩きたくなる、過ごしたくなる、

ヒト中心のまちなかに

2022 将来2023４月 10月










